
領域

レベル A アウトカム

基礎臨床医学終了（リサーチクラークシップ開始前）までに到達すべきアウトカム

レベル B　アウトカム

リサーチクラークリップ〜臨床実習開始前（クリニカルエッセンシャルズ・プレ実習）までに到

達

レベル C

臨床実習〜卒業判定までに到達

Ia

ヒトの正常な構造、機能、行動お

よび疾病の病因・病態を理解、

研究し、医学の発展に貢献する

ことができる。

物質と代謝ユニット、分子と細胞ユニット、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズ

ム、肉眼解剖学ユニット/組織学・発生学・神経解剖学ユニット、植物的機能系/動物的機能系ユニッ

ト、医師になる道2-1 統合科目1、医動物学、細菌学ユニット、ウイルス学、免疫学、病態病理・臨床病

理ユニット、薬理学ユニット、医師になる道3-1 統合科目2、法医科学ユニット、先端医学ユニット、遺

伝医学と倫理

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、循環器系ユニット、麻酔科学・集中治療医学ユ

ニット、呼吸器系ユニット、腎臓内科、臨床診断推論、腎・尿路系ユニット(泌尿器科)、耳鼻・

咽喉・口腔系ユニット、成長と発達/発生、精神系ユニット、消化器系・内視鏡ユニット、神経

系ユニット(神経内科学)、神経系ユニット(脳神経外科)、運動器系/リハビリテーションユニッ

ト、漢方医学ユニット、眼・視覚系ユニット、血液・造血器・リンパ系ユニット、生殖機能ユニッ

ト(泌尿器科)、生殖機能ユニット、内分泌・栄養・代謝系ユニット、妊娠と分娩 ユニット、放射

線等を用いる診断と治療ユニット、臨床腫瘍学ユニット、疼痛医学ユニット、膠原病ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、法医診断学ユニット

Ib

臨床データや文献等の情報を

吟味し、その妥当性や適用の有

無を決定することができる。

医学情報学、学術論文入門ユニット、医動物学、ウイルス学、Scientific Writinig and Presentation

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、循環器系ユニット、腎臓内科、臨床診断推論、成

長と発達/発生、神経系ユニット(脳神経外科)、社会医学基礎(公衆衛生)コース、社会医学

実習、血液・造血器・リンパ系ユニット、内分泌・栄養・代謝系ユニット、乳房ユニット、臨床

腫瘍学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、社会医学応用(公衆衛生学)

Ic

重要な医学的知見や医療情報

を、さまざまな立場の人に対し適

切に説明、発表することができ

る。

物質と代謝ユニット、肉眼解剖学ユニット/組織学・発生学・神経解剖学ユニット、肉眼解剖学ユニット

/組織学・発生学・神経解剖学ユニット、植物的機能系/動物的機能系ユニット、学術論文入門ユニッ

ト、医動物学、ウイルス学、免疫学、Scientific Writinig and Presentation

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、循環器系ユニット、救急科ユニット、運動器系/リ

ハビリテーションユニット、眼・視覚系ユニット、血液・造血器・リンパ系ユニット、内分泌・栄

養・代謝系ユニット、乳房ユニット、放射線等を用いる診断と治療ユニット、臨床腫瘍学ユ

ニット、疼痛医学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2

Id

科学的知識や科学的理解の限

界を認識し、全ての科学的知見

は常に更新される性質のもので

あることを理解できる。

物質と代謝ユニット、分子と細胞ユニット、医学情報学、医師になる道1-1：医師の職責と社会的役

割、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、肉眼解剖学ユニット/組織学・発生

学・神経解剖学ユニット、植物的機能系/動物的機能系ユニット、学術論文入門ユニット、医師になる

道2-1 統合科目1、医師になる道2-2 「行動科学とEBMの基礎」、医動物学、ウイルス学、病態病理・

臨床病理ユニット、薬理学ユニット、医師になる道3-1 統合科目2、法医科学ユニット、Scientific

Writinig and Presentation、先端医学ユニット、遺伝医学と倫理

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、循環器系ユニット、麻酔科学・集中治療医学ユ

ニット、成長と発達/発生、神経系ユニット(神経内科学)、神経系ユニット(脳神経外科)、社会

医学実習、眼・視覚系ユニット、内分泌・栄養・代謝系ユニット、臨床腫瘍学ユニット、疼痛医

学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、医師

になる道6:臨床技能実践

IIa

患者・医師関係の意義を理解

し、良好な関係を築くことができ

る

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医学情報学、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショ

ナリズム、医師になる道2-2 「行動科学とEBMの基礎」、医師になる道3-3:コミュニティ・ヘルスケア

(CHC) 応用

呼吸器系ユニット、臨床診断推論、精神系ユニット、医師になる道4-1:コミュニティ・ヘルスケ

ア(CHC)発展、血液・造血器・リンパ系ユニット、基本臨床技能演習、クリニカルエッセンシャ

ルズ、乳房ユニット、放射線等を用いる診断と治療ユニット、臨床腫瘍学ユニット、疼痛医学

ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、法医

診断学ユニット、医師になる道6:臨床技能実践

IIb

医療面接や系統的な身体診察

によって臨床所見や兆候を捉

え、それらを解釈し、適切な検査

や治療法を選択できる 。

医師になる道3-3:コミュニティ・ヘルスケア(CHC) 応用

循環器系ユニット、麻酔科学・集中治療医学ユニット、救急科ユニット、腎臓内科、臨床診断

推論、耳鼻・咽喉・口腔系ユニット、神経系ユニット(神経内科学)、皮膚系ユニット、基本臨床

技能演習、臨床処方学セミナー、運動器系/リハビリテーションユニット、漢方医学ユニット、

眼・視覚系ユニット、乳房ユニット、放射線等を用いる診断と治療ユニット、臨床腫瘍学ユ

ニット、膠原病ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、医師

になる道6:臨床技能実践

IIc
基本的な臨床手技を行うことが

できる。
（教養科目）多職種連携教育：基礎

循環器系ユニット、臨床診断推論、精神系ユニット、神経系ユニット(神経内科学)、皮膚系ユ

ニット、基本臨床技能演習、臨床処方学セミナー、クリニカルエッセンシャルズ、運動器系/リ

ハビリテーションユニット、眼・視覚系ユニット、内分泌・栄養・代謝系ユニット、放射線等を用

いる診断と治療ユニット、臨床腫瘍学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ

IId
医療情報の記録、管理を適切に

行うことができる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医学情報学、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショ

ナリズム、学術論文入門ユニット、病態病理・臨床病理ユニット、Scientific Writinig and

Presentation、医師になる道3-2: チーム医療と医療安全、医師になる道3-3:コミュニティ・ヘルスケア

(CHC) 応用

循環器系ユニット、臨床診断推論、社会医学基礎(公衆衛生)コース、、放射線等を用いる診

断と治療ユニット、臨床処方学セミナークリニカルエッセンシャルズ、臨床腫瘍学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、社会医学応用(公衆衛生学)、法医

診断学ユニット

IIe
医療における安全性を理解し、

適切な危機管理ができる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、病

態病理・臨床病理ユニット、医師になる道3-2: チーム医療と医療安全

クリニカルエッセンシャルズ、臨床処方学セミナー、放射線等を用いる診断と治療ユニット、

輸血と移植ユニット
クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2

IIIa

様々な生活環境や国および世

界の健康、疾病の動向を評価

し、対処できる。

医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、医師になる道3-3:コミュニティ・ヘルスケ

ア(CHC) 応用

精神系ユニット、社会医学基礎(衛生学)、社会医学基礎(公衆衛生)コース、社会医学実習、

医師になる道4-1:コミュニティ・ヘルスケア(CHC)発展、血液・造血器・リンパ系ユニット、内分

泌・栄養・代謝系ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、医師

になる道6:臨床技能実践

IIIb

個人および集団の健康を規定

する因子を考察し、健康増進、

疾病予防の方策を立案できる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、

精神系ユニット、社会医学基礎(衛生学)、社会医学基礎(公衆衛生)コース、社会医学実習、

クリニカルエッセンシャルズ、運動器系/リハビリテーションユニット、漢方医学ユニット、内分

泌・栄養・代謝系ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、社会医学応用(公衆衛生学)

IIIc

保健、医療、福祉に関する法や

制度を社会的動向の中で理解

し、活用することができる。

医学情報学、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、法医科学ユニット

精神系ユニット、社会医学基礎(衛生学)、社会医学基礎(公衆衛生)コース、社会医学実習、

クリニカルエッセンシャルズ、運動器系/リハビリテーションユニット、輸血と移植ユニット、疼

痛医学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、法医診断学ユニット

IIId
多職種連携による地域包括ケア

システムの構築に貢献できる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医学情報学、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショ

ナリズム、

精神系ユニット、社会医学基礎(公衆衛生)コース、社会医学実習、医師になる道4-1:コミュ

ニティ・ヘルスケア(CHC)発展、クリニカルエッセンシャルズ
クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ

IVa

プロフェッショナルとして人間愛

と倫理性に溢れ、かつ冷静な行

動をとることができる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医学情報学、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショ

ナリズム、肉眼解剖学ユニット/組織学・発生学・神経解剖学ユニット、病態病理・臨床病理ユニット、

法医科学ユニット、医師になる道3-2: チーム医療と医療安全、医師になる道3-3:コミュニティ・ヘルス

ケア(CHC) 応用、遺伝医学と倫理

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、救急科ユニット、精神系ユニット、医師になる道4-

1:コミュニティ・ヘルスケア(CHC)発展、クリニカルエッセンシャルズ、漢方医学ユニット、血

液・造血器・リンパ系ユニット、輸血と移植ユニット、臨床腫瘍学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、医師

になる道6:臨床技能実践

IVb

多職種と協調して行動し、必要

な時にリーダーシップを発揮す

ることができる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、肉

眼解剖学ユニット/組織学・発生学・神経解剖学ユニット、医師になる道2-1 統合科目1、病態病理・

臨床病理ユニット、医師になる道3-1 統合科目2、法医科学ユニット、医師になる道3-2: チーム医療と

医療安全

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、救急科ユニット、精神系ユニット、医師になる道4-

1:コミュニティ・ヘルスケア(CHC)発展、、運動器系/リハビリテーションユニット、クリニカル

エッセンシャルズ、眼・視覚系ユニット、輸血と移植ユニット、臨床腫瘍学ユニット、疼痛医学

ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、医師

になる道6:臨床技能実践

IVc

自分の身体的・精神的状況を把

握し、ストレスに適応して、必要

な時には率直に支援をもとめる

ことができる

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医師になる道1-1：医師の職責と社会的役割、社会における医師

の役割、病態病理・臨床病理ユニット

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、精神系ユニット、医師になる道4-1:コミュニティ・ヘ

ルスケア(CHC)発展、クリニカルエッセンシャルズ、臨床腫瘍学ユニット
クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ

IVd

継続的に自身の医学知識、医

療技術の向上に務めることがで

きる。

（教養科目）多職種連携教育：基礎、医学情報学、医師になる道1-1：医師の職責と社会的役割、医

師になる道1-2 患者中心の医療とプロフェッショナリズム、肉眼解剖学ユニット/組織学・発生学・神経

解剖学ユニット、学術論文入門ユニット、病態病理・臨床病理ユニット、Scientific Writinig and

Presentation、医師になる道3-2: チーム医療と医療安全、先端医学ユニット、遺伝医学と倫理

リサーチ・クラークシップ(基礎自主研修)、成長と発達/発生、精神系ユニット、神経系ユニッ

ト(神経内科学)、皮膚系ユニット、、運動器系/リハビリテーションユニット、クリニカルエッセン

シャルズ、眼・視覚系ユニット、放射線等を用いる診断と治療ユニット、輸血と移植ユニット、

臨床腫瘍学ユニット、疼痛医学ユニット

クリニカルクラークシップ1、クリニカルクラークシップ2、スチューデントドクターズデイ、社会

医学応用(公衆衛生学)、医師になる道6:臨床技能実践

領域I

科学者として

の医師

領域IV

プロフェッショ

ナルとしての

医師

領域III

社会における

医師

領域II

臨床家として

の医師
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